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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期
第２四半期
連結累計期間

第43期
第２四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
　自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日

　自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日

　自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日

売上高（百万円） 104,596 105,958 230,638

経常利益（百万円） 7,887 3,062 22,159

四半期（当期）純損益（△は損

失）（百万円）
6,333 △24,433 17,027

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△19,152 △40,803 9,953

純資産額（百万円） 376,087 367,298 406,773

総資産額（百万円） 492,081 480,129 532,890

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（△は損失）（円）　
110.81 △427.51 297.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 74.2 72.9 73.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー（百万円）
19,702 17,160 37,172

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー（百万円）
△7,993 △9,117 △13,950

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー（百万円）
6,538 △3,004 9,856

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
85,032 104,872 99,803

　

回次
第42期
第２四半期
連結会計期間

第43期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日

１株当たり四半期純損益金額（△

は損失）（円）　
33.44 △488.25

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。 
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半

期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクのうち、「第一部　企業情報　第２　事業の状況　４．事業等

のリスク　３　事業に関するリスクについて　(1) 事業の特徴」に関し、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性の

ある事項として、以下のとおり記載いたします。

　

　当社勇払油ガス田（北海道苫小牧市）の生産能力が低下したことにより、当第２四半期連結累計期間において、同油

ガス田の生産操業に係る事業用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、37,031百万円を減損損失として計上しま

した。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における売上高は、天然ガスの販売数量の減少などの減収要因はあるものの、天然ガ

スの受託輸送収入の増加などにより、105,958百万円と前年同期に比べ1,362百万円の増収（＋1.3％）となりまし

た。売上総利益は、前述の天然ガスの受託輸送収入の増加などの増益要因はあるものの、天然ガスの販売数量の減少

及び北海道における冬季天然ガス安定供給対策費用の増加などによる売上原価の増加などにより、23,638百万円と

前年同期に比べ1,700百万円の減益（△6.7％）となりました。

探鉱費は、国内及び海外での支出が大きく増加したことにより、前年同期に比べ3,272百万円増加（＋80.9％）の

7,316百万円となり、販売費及び一般管理費は前年同期に比べ532百万円減少（△3.5％）の14,542百万円となりま

した。この結果、営業利益は、売上総利益の減少及び探鉱費の増加を受けて、前年同期に比べ4,441百万円減益（△

71.4％）の1,778百万円となりました。

経常利益は、受取配当金の増加や為替差損の減少などの増益要因はあるものの、営業利益の減少及び持分法によ

る投資損失の増加などを受けて、前年同期に比べ4,825百万円減益（△61.2％）の3,062百万円となりました。

税金等調整前四半期純損失は、特別利益にJapan Canada Oil Sands Limited（JACOS）におけるビチューメン権

益の譲渡による権益譲渡益を2,495百万円計上したものの、特別損失に北海道における勇払油ガス田の生産能力の

低下を受けて、同油ガス田の生産操業に係る事業用資産の減損損失を37,031百万円計上したことなどにより、前年

同期に比べ39,556百万円減益の31,710百万円となり、四半期純損失は、前述の減損損失の計上に伴う繰延税金資産

の計上などにより法人税等が減少した結果、前年同期に比べ30,766百万円減益の24,433百万円となりました。  

　 

　なお、売上高の内訳は次のとおりであります。 

（イ）原油・天然ガス

原油・天然ガス（液化天然ガス（LNG）及びビチューメンを含む）の売上高は、ビチューメンの販売数量

の増加及び販売価格の上昇、並びにLNGの販売価格の上昇などによる増収要因があるものの、天然ガスの販売

数量の減少及び原油価格の下落に伴う買入商品原油の販売価格の下落などにより、83,810百万円と前年同期

に比べ303百万円の減収（△0.4％）となりました。

（ロ）請負事業

請負事業（掘さく工事及び地質調査の受注等）の売上高は、2,447百万円と前年同期に比べ189百万円の増

収（＋8.4％）となりました。

（ハ）その他

液化石油ガス（LPG）・重油等の石油製品等の販売、天然ガス・石油製品の受託輸送及びその他業務受託

等の売上高は、主に天然ガスの受託輸送収入の増加などにより、19,700百万円と前年同期に比べ1,475百万円

の増収（＋8.1％）となりました。

 

　主なセグメントごとの業績は、次のとおりであります。

  なお、第１四半期連結会計期間より、「中東」を報告セグメントとして開示しております。詳細は、「第４　経理の

状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

①　日本

日本セグメントの売上高は主に原油・天然ガス（LNG含む）、請負事業、石油製品等により構成されておりま

す。当第２四半期連結累計期間における売上高は、天然ガスの販売数量の減少及び原油価格の下落に伴う買入

商品原油の販売価格の下落などがあるものの、天然ガスの受託輸送収入の増加及びLNGの販売価格の上昇など

により、101,184百万円と前年同期に比べ895百万円の増収（＋0.9％）となりました。セグメント利益は、前述

の売上高の増加による増益要因はあるものの、天然ガスの販売数量の減少及び売上原価の増加などによる売上

総利益の減少、並びに北海道及び新潟県における探掘井の掘さく等による探鉱費の増加などにより、7,804百万

円と前年同期に比べ3,431百万円の減益（△30.5％）となりました。
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②　北米

北米セグメントの売上高は主に原油・天然ガス（ビチューメン含む）により構成されております。当第２四

半期連結累計期間における売上高は、主にJACOSにおいて、前年同期にビチューメンの生産設備の点検等による

生産量の減少があったものの当期は順調な生産により販売数量が増加となったこと、及びビチューメンの販売

価格が上昇したことにより、4,774百万円と前年同期に比べ457百万円の増収（＋10.6％）となりました。セグ

メント損益は、前述の売上高の増加による増益要因はあるものの、JACOSにおける探鉱費の増加により、39百万

円のセグメント損失（前年同期は206百万円のセグメント損失）となりました。

③　中東

中東セグメントにおいては、イラク共和国ガラフ油田における商業生産開始に向けた開発作業を実施してお

ります。当第２四半期連結累計期間におけるセグメント損益は48百万円のセグメント損失（前年同期は61百万

円のセグメント損失）となりました。

　

  当第２四半期連結会計期間末における総資産は、流動資産が増加したものの、固定資産が減少したことにより、前

連結会計年度末に比べ52,761百万円減少し、480,129百万円となりました。流動資産の主な変動は、現金及び預金の

増加、短期間の資金運用を目的とした国庫短期証券等の購入による有価証券の増加、LNGの仕入による原材料の増

加、及び流動資産のその他に含まれる現先取引による短期貸付金の減少などによるものであり、固定資産の減少要

因は、主に前述の北海道における勇払油ガス田に係る事業用資産の減損損失の計上による有形固定資産の減少、及

び国際石油開発帝石㈱等の株価下落による投資有価証券の減少などによるものであります。

  また、負債の部及び純資産の部につきましては、支払手形及び買掛金の増加などを、前述の投資有価証券の減少に

よる繰延税金負債の減少や長期借入金の減少などが上回ったことにより、負債合計は13,286百万円減少の112,831

百万円となり、純資産合計は、連結子会社である㈱ジャペックスガラフの第三者割当増資による少数株主持分の増

加などを、前述の四半期純損失の計上に伴う利益剰余金の減少及びその他有価証券評価差額金の減少が上回った結

果、39,475百万円減少の367,298百万円となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比べ

5,069百万円増加し、104,872百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は17,160百万円（前年同期比12.9％減）となりました。これは主に税金等調整前四

半期純損失△31,710百万円、減価償却費9,571百万円、減損損失37,031百万円、売上債権及び仕入債務の増減額

11,658百万円、たな卸資産の増減額△3,986百万円、及び法人税等の支払による支出△2,067百万円などによるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は9,117百万円（前年同期比14.1％増）となりました。これは主に、定期預金の預入

による支出6,060百万円、有形固定資産の取得による支出4,724百万円、生産物回収勘定の支出5,290百万円、及び貸

付けによる支出4,043百万円などの支払額が、定期預金の払戻による収入5,062百万円、利息及び配当金の受取額

2,569百万円、及びJACOSにおけるビチューメンの権益譲渡による収入2,495百万円などの収入額を上回ったためで

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は3,004百万円（前年同期は6,538百万円の資金獲得）となりました。これは主に、

長期借入金の返済による支出5,742百万円や配当金の支払額1,142百万円などの支払額が、長期借入れによる収入

1,875百万円や㈱ジャペックスガラフの第三者割当増資による少数株主からの払込みによる収入2,641百万円など

の収入額を上回ったためであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間に、勇払油ガス田の生産能力の低下に伴い、同油ガス田の生産操業に係る事業用資産の

減損損失を計上したことを踏まえ、当社グループでは、同油ガス田の操業体制の効率化・最適化により操業費の低

減を図るとともに、周辺エリアの探鉱開発を推進するほか、勇払ＬＮＧ受入基地等の活用により天然ガスの安定供

給を確保し、新規需要の開拓に取り組むこととしています。
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　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等は次の

とおりであります。

 

（当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針）

　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の財務及び事業の内容や当社の企業価値の源泉を

十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを

可能とする者である必要があると考えております。

　当社は、当社の支配権の移転を伴う買収提案についての判断は、最終的には当社の株主全体の意思に基づいて行わ

れるべきものと考えております。また、当社は、当社株式の大量買付であっても、当社の企業価値ひいては株主共同

の利益に資するものであれば、これを否定するものではありません。

　しかしながら、株式の大量買付の中には、その目的等から見て企業価値や株主共同の利益に対する明白な侵害をも

たらすもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が株式の大量買付

の内容等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報を提供しない

もの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買収者との協議・交渉を必要とするも

の等、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。

　当社株式の大量買付を行う者が、当社の財務及び事業の内容を理解するのは勿論のこと、当社の企業価値の源泉を

理解したうえで、これらを中長期的に確保し、向上させられるのでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利

益は毀損されることになります。

　当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務及び事業の方針

の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては、必要かつ相当な対抗措置を執

ることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

　

（当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）の概要）

１．目的

　当社株式の大量買付が行われる場合に、株主が適切な判断をするために必要かつ十分な情報と時間を確保する

とともに、買収者との交渉の機会を確保すること等を通じて、当社の企業価値・株主共同の利益に反する買収を

抑止し、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させること。

　

２．基本的な仕組み

　当社株式の20％以上を取得しようとする者が遵守すべき手続を設定のうえ、かかる手続が遵守されない場合ま

たは企業価値・株主共同の利益が毀損されると認められる場合に、当社が対抗措置を実施することがあり得るこ

とを事前に警告することをもってする買収防衛策（事前警告型買収防衛策）。

　　

３．導入に係る手続

　平成20年６月25日開催の第38回定時株主総会において、当社定款に買収防衛策の導入等に関する根拠条文を置

くための定款変更議案に加え、買収防衛策の内容に関する議案について承認を得て導入しました。その後、平成23

年６月24日開催の第41回定時株主総会（本総会）において、買収防衛策を一部改定のうえ、更新する議案につい

て承認を得ました。

　

４．有効期間

　本総会終結後３年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時まで。

　

５．発動に係る手続

　イ）買収者に対し、買収防衛策に定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を含む「意向表明書」の提出を求めま

す。そして、これを受領した日から10営業日以内に、必要な情報が記載された「買付説明書」の提出を求めま

す。

　ロ）取締役会において、買収者の提案の評価や代替案の検討等を行います（原則60日）。

　ハ）独立委員会において、買収者の提案と取締役会の事業計画の比較検討、取締役会の提示する代替案の検討等を

行うほか、買収者との交渉・協議を行います（原則60日。合理的理由がある場合、さらに最長で30日の延長も可

能）。

　ニ）独立委員会は、買収者の行為が企業価値又は株主共同の利益を毀損するか否か（毀損する場合、その程度）等

を勘案し、その発動の実施又は不実施を取締役会に対し勧告します（発動に際し、株主総会の承認を得るべき
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留保を付すことも可能）。

　ホ）取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重し、会社法上の機関としての決議を行います。

　

６．独立委員会の設置

　取締役会の恣意的判断を排除し、対抗措置の発動・不発動の判断の客観性を高めるため、社外取締役、社外監査

役、社外有識者から構成される独立委員会を設置しております。

　独立委員会の委員は次のとおりです。

　　河上　和雄　当社社外取締役

　　角谷　正彦　当社社外監査役

　　坂田　桂三　日本大学名誉教授

　

７．対抗措置

　新株予約権の無償割当て（概要は下記８．のとおり）とし、買収者以外の株主に新株を交付することにより、買

収者の持分の希釈化を図ります。

　

８．本新株予約権の無償割当ての概要

　イ）本新株予約権の数

　　　取締役会又は株主総会決議（本決議）で別途定める一定の日（割当期日）における発行済株式総数と同数（自

己株式を除く）

　ロ）割当対象株主

　　　割当期日における株主（当社を除く）

　ハ）効力発生日

　　　本決議で別途定める日

　ニ）目的株式数

　　　本新株予約権１個につき、目的となる株式の数は、原則１株

　ホ）行使期間

　　　１ヶ月から６ヶ月までの範囲で別途本決議で定める期間

　ヘ）行使条件

　　　20％以上を保有する者又は20％以上を買付けようとする者（非適格者）は、本新株予約権を行使することがで

きないこととする。

　ト）当社による本新株予約権の取得

　　　行使期間開始日の前日までの間、取締役会が別途定める日をもって、全ての新株予約権を無償で取得することが

できる。

　　　取締役会が別途定める日をもって、非適格者以外の者が有する本新株予約権のうち、未行使のものを全て取得

し、これと引換えに、株式を交付することができる。
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（当社の買収防衛策（本プラン）の合理性）

１．買収防衛策に関する指針の要件を充足していること

　　　本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した企業価値・株主共同の利益の確保又は向上の

ための買収防衛策に関する指針の定める三原則を充足しています。

 

２．株主意思を重視するものであること

　　　本プランは、前述のとおり、平成20年６月25日開催の第38回定時株主総会においてこれを付議し、承認可決され、さ

らには、平成23年６月24日開催の第41回定時株主総会においてその更新を付議し、承認可決されております。

　　　また、本プランに定める一定の場合には、本プランの発動の是非についても、株主総会の決議を得ることにより株

主の皆様の意思を確認することとしております。

　　　加えて、本プランには、有効期間を約３年間とするいわゆるサンセット条項が付されているほか、その有効期間の

満了前であっても、株主総会または取締役会の決議によって本プランを廃止することができます。

 

３．独立性の高い社外取締役等の判断の重視と情報開示

　　　前述のとおり、本プランの発動等の運用に際しての実質的な判断は、独立性の高い社外取締役等のみから構成され

る独立委員会により行われることとされています。

　　　また、その判断の概要については株主の皆様に情報開示をすることとされており、当社の企業価値・株主共同の利

益に適うように本プランの透明な運営が行われる仕組みが確保されています。

　

４．合理的な客観的要件の設定

　　　本プランは、合理的な客観的要件が充足されなければ発動されないように設定されており、取締役会による恣意的

な発動を防止するための仕組みを確保しているものといえます。

 

５．第三者専門家の意見の取得

　　　買付者等が出現すると、独立委員会は、当社の費用で、独立した第三者（ファイナンシャル・アドバイザー、公認会

計士、弁護士、税理士、コンサルタントその他の専門家を含みます。）の助言を受けることができるものとされて

います。これにより、独立委員会による判断の公正さ・客観性がより強く担保される仕組みとなっています。

 

６．デッドハンド型やスローハンド型の買収防衛策ではないこと

　　　本プランは、当社の株券等を大量に買い付けた者が、自己の指名する取締役を株主総会で選任し、かかる取締役で

構成される取締役会により、本プランを廃止することが可能です。従って、本プランは、デッドハンド型買収防衛

策（取締役会の構成員の過半数を交替させてもなお、発動を阻止できない買収防衛策）ではありません。

　　　また、当社においては取締役の期差任期制は採用されていないため、本プランは、スローハンド型買収防衛策（取

締役会の構成員の交替を一度に行うことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）で

もありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は190百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5) 主要な設備

勇払油ガス田の生産能力が低下したことにより、当第２四半期連結累計期間において、同油ガス田の生産操業に

係る事業用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、37,031百万円を減損損失として計上しました。

なお、前連結会計年度末における当社の重要な設備の新設等の計画として、「東日本大震災で被災した送ガス附

帯設備等の復旧（所在地：宮城県仙台市等。着工年月：平成23年３月）」がありましたが、平成24年８月に完了し

ております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月８日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 57,154,776 57,154,776
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 57,154,776 57,154,776 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 57,154,776－ 14,288 － －
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

経済産業大臣 東京都千代田区霞が関１丁目３番１号 19,432 34.00

国際石油開発帝石株式会社 東京都港区赤坂５丁目３番１号 2,852 4.99

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号

　

2,500

　

4.38

　

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号

　

2,020

　

3.53

　

ＪＦＥエンジニアリング株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目８番１号 1,848 3.23

ＪＸホールディングス株式会社 東京都千代田区大手町２丁目６番３号 1,149 2.01

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海１丁目８番11号

　

882

　

1.54

　

ザ チェース マンハッタン バンク 

エヌエイ ロンドン エス エル オム

ニバス アカウント

（常任代理人 株式会社みずほコー

ポレート銀行決済営業部）

WOOLGATE HOUSE,COLEMAN STREET LONDON

EC2P 2HD,ENGLAND　

　

（東京都中央区月島４丁目16番13号）　

　

　810

　

　

　

　

　1.42

　

　

　

　

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 720 1.26

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山２丁目５番１号 698 1.22

計 － 32,914 57.59
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　2,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 57,141,000 571,410 －

単元未満株式 普通株式　　　 　11,676 － －

発行済株式総数 57,154,776 － －

総株主の議決権 － 571,410 －

　

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

石油資源開発株

式会社

東京都千代田区丸

の内一丁目７番12

号

2,100 － 2,100 0.00

計 － 2,100 － 2,100 0.00

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

・役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役　＊
国内事業本部長

環境保安室担当
常務取締役　＊

カンゲアンプロ

ジェクト現地統轄
松本　潤一 平成24年８月15日

常務取締役　＊ 技術本部長 常務取締役　＊

技術本部長、国内事

業本部長、環境保安

室担当

小椋　伸幸 平成24年８月15日

（注）当社は執行役員制度を導入しております。

　　　＊ 執行役員を兼任しております。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成24

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,805 34,722

受取手形及び売掛金 ※1
 27,392

※1
 25,765

有価証券 51,870 65,599

商品及び製品 4,407 4,891

仕掛品 99 274

原材料及び貯蔵品 4,952 8,280

その他 46,527 39,323

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 165,054 178,854

固定資産

有形固定資産 132,859 89,808

無形固定資産

その他 7,156 7,001

無形固定資産合計 7,156 7,001

投資その他の資産

投資有価証券 192,726 163,488

その他 39,725 45,603

貸倒引当金 △38 △32

海外投資等損失引当金 △4,593 △4,595

投資その他の資産合計 227,820 204,464

固定資産合計 367,836 301,274

資産合計 532,890 480,129
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,251 19,145

引当金 216 129

その他 25,509 20,877

流動負債合計 32,977 40,153

固定負債

長期借入金 26,198 22,432

繰延税金負債 42,601 26,838

退職給付引当金 7,129 6,968

その他の引当金 845 830

資産除去債務 9,670 9,296

その他 6,695 6,310

固定負債合計 93,140 72,677

負債合計 126,117 112,831

純資産の部

株主資本

資本金 14,288 14,288

利益剰余金 294,323 268,747

自己株式 △10 △10

株主資本合計 308,601 283,025

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 89,366 71,599

繰延ヘッジ損益 20 662

為替換算調整勘定 △5,391 △5,234

その他の包括利益累計額合計 83,995 67,027

少数株主持分 14,176 17,245

純資産合計 406,773 367,298

負債純資産合計 532,890 480,129
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 104,596 105,958

売上原価 79,257 82,320

売上総利益 25,338 23,638

探鉱費

探鉱費 4,043 7,316

探鉱費合計 4,043 7,316

販売費及び一般管理費 ※
 15,075

※
 14,542

営業利益 6,219 1,778

営業外収益

受取利息 864 805

受取配当金 1,337 1,442

その他 992 706

営業外収益合計 3,194 2,953

営業外費用

持分法による投資損失 213 744

為替差損 440 357

その他 873 568

営業外費用合計 1,526 1,669

経常利益 7,887 3,062

特別利益

権益譲渡益 － 2,495

その他 138 301

特別利益合計 138 2,796

特別損失

減損損失 － 37,031

その他 181 538

特別損失合計 181 37,570

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

7,845 △31,710

法人税等 1,277 △7,772

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

6,568 △23,938

少数株主利益 235 495

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,333 △24,433
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

6,568 △23,938

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △26,023 △17,777

繰延ヘッジ損益 △20 749

為替換算調整勘定 424 197

持分法適用会社に対する持分相当額 △100 △34

その他の包括利益合計 △25,720 △16,865

四半期包括利益 △19,152 △40,803

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △19,370 △41,401

少数株主に係る四半期包括利益 218 598

EDINET提出書類

石油資源開発株式会社(E00041)

四半期報告書

17/28



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

7,845 △31,710

減価償却費 11,623 9,571

減損損失 － 37,031

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30 △160

海外投資等損失引当金の増減額（△は減少） △289 1

受取利息及び受取配当金 △2,202 △2,247

支払利息 92 141

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 304 104

持分法による投資損益（△は益） 213 744

権益譲渡益 － △2,495

売上債権の増減額（△は増加） △1,425 1,637

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,713 △3,986

仕入債務の増減額（△は減少） 4,778 10,020

その他 1,049 574

小計 20,246 19,227

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △543 △2,067

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,702 17,160

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,345 △6,060

定期預金の払戻による収入 6,780 5,062

有価証券の取得による支出 － △600

有価証券の売却及び償還による収入 830 900

有形固定資産の取得による支出 △6,412 △4,724

無形固定資産の取得による支出 △176 △302

投資有価証券の取得による支出 △523 △935

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,312 1,783

生産物回収勘定の支出 △2,263 △5,290

貸付けによる支出 △5,491 △4,043

貸付金の回収による収入 74 29

利息及び配当金の受取額 2,222 2,569

権益譲渡による収入 － 2,495

その他 △0 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,993 △9,117
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 5,486 1,875

長期借入金の返済による支出 △389 △5,742

配当金の支払額 △1,143 △1,142

少数株主への配当金の支払額 △265 △177

利息の支払額 △88 △161

リース債務の返済による支出 △60 △297

少数株主からの払込みによる収入 3,147 2,641

その他 △149 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,538 △3,004

現金及び現金同等物に係る換算差額 △40 30

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 18,206 5,069

現金及び現金同等物の期首残高 66,826 99,803

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 85,032

※
 104,872
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微

であります。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　（原価差異の繰延処理）

　操業度の時期的な変動により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該原価

差異を流動負債（その他）として繰り延べております。

　

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当社及び一部の連結子会社は当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１.受取手形及び売掛金には、工事未収入金を含めております。

　

　２.偶発債務として次の銀行借入等に対する保証債務があります。

（百万円）

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

Kangean Energy Indonesia Ltd.

（生産設備に関連する債務）
15,369

Kangean Energy Indonesia Ltd.

（生産設備に関連する債務）
14,068

サハリン石油ガス開発㈱ 9,725サハリン石油ガス開発㈱ 7,987

インペックス北カスピ海石油㈱ 7,224インペックス北カスピ海石油㈱ 6,821

従業員（住宅資金借入） 693従業員（住宅資金借入） 630

東北天然ガス㈱ 633東北天然ガス㈱ 583

熊本みらいエル・エヌ・ジー㈱ 38熊本みらいエル・エヌ・ジー㈱ 81

合計 33,684合計 30,171

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

（百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

人件費 4,600 5,135

（うち退職給付費用） 307 344

（うち役員賞与引当金繰入額） 41 44

（うち役員退職慰労引当金繰入額） 97 97

減価償却費 3,890 2,554

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

（百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 29,628 34,722

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △15,415 △15,269

取得日から３ケ月以内に償還期限の到来する

短期投資等
　 　

売戻し条件付現先 － 23,994

国庫短期証券 22,998 12,999

コマーシャル・ペーパー 15,998 13,998

マネー・マネージメント・ファンド他 31,822 34,426

現金及び現金同等物 85,032 104,872
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日） 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,143 20平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月４日

取締役会
普通株式 1,143 20平成23年９月30日平成23年11月29日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日） 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,143 20平成24年３月31日平成24年６月27日利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月２日

取締役会
普通株式 1,143 20平成24年９月30日平成24年12月４日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　　

報告セグメント
その他 

(注)１ 
合計

調整額 

(注)２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)３ 
日本 北米 中東 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への

　売上高
100,2794,317 － 104,596－ 104,596－ 104,596

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

9 － － 9 － 9 △9 －

計 100,2894,317 － 104,606－ 104,606△9 104,596

セグメント利益

又は損失（△）
11,235△206 △61 10,967△21010,757△4,537 6,219

(注)  １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、北アフリカ、東南アジア

等を含んでおります。 

　   ２．セグメント利益又は損失の調整額△4,537百万円には、セグメント間取引消去4百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△4,541百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。

     ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

EDINET提出書類

石油資源開発株式会社(E00041)

四半期報告書

23/28



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　　

報告セグメント
その他 

(注)１ 
合計

調整額 

(注)２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)３ 
日本 北米 中東 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への

　売上高
101,1844,774 － 105,958－ 105,958－ 105,958

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

0 － － 0 － 0 △0 －

計 101,1844,774 － 105,958－ 105,958△0 105,958

セグメント利益

又は損失（△）
7,804△39 △48 7,715△584 7,131△5,353 1,778

(注)  １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、東南アジア等を含んで

おります。 

　　 ２．セグメント利益又は損失の調整額△5,353百万円には、セグメント間取引消去0百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△5,353百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。

     ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間から、「その他」に含まれていた「中東」について重要性が増したため報告セ

グメントとして記載する方法に変更しております。なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、

当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「日本」セグメントにおいて、北海道苫小牧市の勇払油ガス田の生産能力が低下したことにより、同油

ガス田の生産操業に係る事業用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失を計上しております。

当第２四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は37,031百万円であります。
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（有価証券関係）

　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結
会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。
　
　
その他有価証券
　
前連結会計年度（平成24年３月31日）

 取得原価（百万円）
連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

(1）株式 22,750 151,447 128,697

(2）債券    

国債・地方債等 1,032 952 △79

社債 19,511 19,489 △22

その他 2,268 2,280 11

(3）その他 35,140 35,151 11

合計 80,703 209,321 128,618

　

  
当第２四半期連結会計期間（平成24年９月30日）

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

(1）株式 22,134 125,252 103,118

(2）債券    

国債・地方債等 14,028 13,897 △131

社債 17,606 17,576 △30

その他 2,608 2,633 24

(3）その他 36,371 36,341 △30

合計 92,751 195,702 102,951
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
110円81銭 △427円51銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
6,333 △24,433

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（百万円）
6,333 △24,433

普通株式の期中平均株式数（千株） 57,152 57,152

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【その他】

平成24年11月２日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）　中間配当による配当金の総額………………1,143百万円

（ロ）　１株当たりの金額……………………………20円00銭

（ハ）　支払請求の効力発生日及び支払開始日……平成24年12月４日

　（注）　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成24年11月８日

石油資源開発株式会社

取締役会　御中
　

新日本有限責任監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅村　一彦　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　　聡　　印

　

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている石油資源開発株

式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、石油資源開発株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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